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１．概要 

KEK放射光実験施設（以下 PF）では、実験で使用

する液体ヘリウムを機構内の低温工学センターか

ら運搬する必要があり、従来は寒剤担当者が手作業

で利用量の取りまとめを行っていた。今回、利用者

が自ら web アプリ上で利用申請を行い、利用量が自

動集計されるシステムを開発した。これにより、担

当者の業務効率化のほか、利用者の申請忘れを防ぐ

ことなどが期待される。 

２．背景 

 PFで寒剤を使用する場合、従来ではビームライン担

当者が各ユーザーに使用量や期間などを聞き込みする

必要があった。寒剤を大量に使用する定期ユーザーに

関しては、PF寒剤担当者が手作業で取りまとめを行い、

低温工学センターに都度汲み出しを依頼していた(図

1）。しかしこの方法では以下のような問題点がある。 

 ビームライン担当者や寒剤担当者の負担が大き

い。 

 低温工学センターへの依頼ルートが煩雑になる。 

 毎週定量を依頼しているユーザーの場合、大量に

余剰が発生する場合がある。 

 

 

 

そこでビームライン担当者と寒剤担当者の負担を軽

減し、低温工学センターへの依頼ルートを整理するた

め、web アプリ上で使用量の取りまとめができるシス

テムを開発した。本システムの導入により、依頼ルー

トは図 2のようにシンプルになる。 

 

 

 

３．開発 

３.１ 要望・要求 

今回のシステムを開発するにあたって、システム

利用者となるビームライン担当者や寒剤担当者の

要望は以下の通りであった。 

 担当者の作業は「ユーザーへの利用調査」「シ

ステムへの入力」のみにする。 

 供給が間に合わない日程では自動的に申請

を締め切る。 

 大量使用ユーザーであっても、毎週定量では

なく都度申請するようにする。 

 寒剤の量とデュワーの数を管理する。 

KEK の低温工学センターでは祝日を除く毎週火曜

と金曜が寒剤の運搬・供給日となっている。ユーザ

ーが実験を開始したい日の直前の供給日に寒剤を

汲み出しできるよう、それ以前にデュワーを運搬し

ておく必要がある。更に運搬日より前に供給量など

の申請を取りまとめる必要があるため、申請のフロ

ーは図 3のような 2パターンとなる。入力日の曜日

から供給日・運搬日・申請締切日を自動計算し、締

め切り超過の日程に関しては自動的に入力を締め

切る機能が求められた。 

 

 

３.２ 開発環境・動作環境 

 開発環境は Windows11pro上で、開発ツールは

VisualStudio2022、フレームワークは.NET8.0、プ

ログラミング言語は C#を用いて MVCモデルを作成

した。データベースは MariaDB(ver10.11.8)、アプ

リのバージョン管理には GitLabを用いた。 

動作環境は Windows、macOS、Linuxに対応して

おり、推奨ブラウザは Chrome、Edge、Firefoxな

どである。 

図 1 従来の依頼ルート 

図 2 システム導入後の依頼ルート 

図 3 曜日別申請フロー 



３.３ 完成したシステムの紹介 

 今回作成したシステムには「一般アカウント」と

「管理者アカウント」の 2種類のステータスがあり、

それぞれ使用できる機能が異なる。一般アカウント

は自分が申請した内容のみを閲覧することができ、

管理者アカウントでは全ての利用者の申請内容を

確認することができる。以下にシステムの機能を紹

介する。 

① 新規アカウント登録 

 本システムの利用にはアカウント登録が必須と

なる。Web アプリにアクセスし新規登録を行うこと

で、一般アカウントとしてシステムを利用開始でき

る。管理者として登録したい場合は、現状システム

管理者が個別に対応している。 

 

② 新規供給申し込み 

 寒剤の利用申請は「新規供給申し込み」カレンダ

ーから行うことができる。カレンダーは 3色に色分

けされており、過去の日付は濃いグレーに、申請締

め切りを過ぎている日は薄いグレーとしている。白

のマスは寒剤利用日として登録できる日付であり、

カレンダーをクリックすると申請画面のモーダル

が開く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請モーダルは図 6の

ようであり、必要事項を

入力して申請するとデー

タベースに情報が登録さ

れ、図 5のカレンダーに

イベントが表示される。

このとき大量発注による

寒剤の余剰を防ぐ措置として、一般のユーザーは

100Lデュワー1本分を、大量使用ユーザーは 250L

デュワー1本分を一度の供給の上限とした。 

 また、カレンダー上のイベントバーをクリック

すると該当イベントの詳細を確認することがで

き、この画面からイベントの削除操作が可能であ

る(図 7)。 

 

③ 管理者アカウント 

 管理者権限のあるアカウントでログインすると、

新規供給申し込みの他に「供給申し込み一覧」「余剰

量一覧」を確認することができる。管理者アカウン

トで使用できる機能を④以降で紹介する。 

 

④ 供給申し込み一覧 

 管理者権限のあるアカウントでは、全ての申請を

一覧で確認することができる。特に PF 寒剤担当者

は、毎週低温工学センターに合計供給量を申告する

必要があるため、いつ・どれくらいの量を申請する

べきかが一目でわかるカレンダーとリストを作成

した。 

図 8 管理者アカウントでログインした画面 

 

図 5 新規供給申し込み画面 

 

図 4 (上)ログイン画面、(下)新規登録画面 

 

図 6(左)申請モーダル 

図 7(右)イベント詳細画面 

 

 



 

 

 

 

⑤ 余剰リスト 

 本システム製作の背景に、余剰が多く大量の返却

が問題になっている点が挙げられる。そこで管理者

権限のあるアカウントにおいては、各ユーザーの余

剰量を登録し管理できる機能を搭載した。 

 

３.４ 現在の稼働状況 

 本システムは2024年度第3期PF運転(2025/02/25

～2025/03/24)から、一部のビームライン担当者に

おいて運用を開始した。現在の利用者は 8名であり、

今後さらに利用を拡大して PF における寒剤管理を

一本化していきたい。 

４．今後の展望 

 今後のシステム改良案として、以下の 3 点を検討し

ている。 

① デュワーのバーコード管理 

 利用できるデュワーの数には限りがあり、現在どこ

に何本貸し出しているかが把握できることが望ましい。

本システムにバーコードリーダーを組み合わせること

で、全てのデュワーの利用状況を把握できる機能を検

討している。 

② 通知機能の追加 

現行システムでは寒剤担当者が定期的に申請の有無

を確認する前提であるが、祝日等により締切日が前後

することもあり複雑である。今後は申請や締め切りの

タイミングで担当者に通知が届く機能を検討している。 

③ 管理者権限付与機能の追加 

現行システムでは新規登録したユーザーは自動的に

一般アカウントとなり、管理者権限を持つためにはシ

ステム管理者が直接データベースを操作する必要があ

る。そこで、既に管理者権限を持つユーザーであれば

新規登録ユーザーに対して管理者権限を付与すること

ができる機能を検討している。 

５．まとめ 

 PF で使用される寒剤利用申請を取りまとめる管理

システムを開発した。これまでスプレッドシートを用

いて手作業で行われていた寒剤管理を web アプリケー

ション上で行うことができるようになり、業務の効率

化や余剰の減少が期待される。 

 現状まだテスト運用段階であるが、今後更に PFの寒

剤管理における担当者の負担が減少するよう、ユーザ

ーのニーズに合わせてシステムの改良を行っていきた

い。 
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図 9 申請リスト表示ページ 

(上)カレンダー上でリストの件数を表示 

(下)クリックするとリストの詳細を表示 

 

図 10 余剰リスト表示ページ 

 


